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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月18日(2020.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイシステムであって、
　可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される頭部搭載
可能拡張現実ディスプレイと、
　１つまたは複数の内向きに指向されるセンサと、
　１つまたは複数の外向きに指向されるセンサと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　命令を記憶する１つまたは複数のコンピュータ記憶媒体と
　を備え、
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは
複数のプロセッサに、
　　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　　データを前記１つまたは複数の内向きに指向されるセンサから受信することによっ
て、刺激に対する反応を判定することと、
　　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　　によって行われる、ことと、
　　前記神経学的疾患と関連付けられた環境トリガを判定することと、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されるセンサを用いて、周囲環境を監視すること
と、
　　前記周囲環境内の環境トリガの存在を検出することと、
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　　前記環境トリガの検出された存在に基づいて、知覚補助を提供することと
　を含む動作を実施させる、ディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記知覚補助を提供することは、仮想コンテンツを表示することを含む、請求項１に記
載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記神経学的疾患は、記憶喪失を含み、前記知覚補助は、リマインダおよびアラートの
うちの１つまたは複数を含む、請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記知覚補助を提供することは、実オブジェクトの知覚される色を改変することを含む
、請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項５】
　前記知覚補助は、前記環境トリガと関連付けられた音を含む、請求項１に記載のディス
プレイシステム。
【請求項６】
　前記神経学的分析の実施は、数ヶ月にわたって複数回、自動的に行われ、前記神経学的
分析の実施に基づいて、ユーザの神経プロファイルを更新することをさらに含む、請求項
１に記載のディスプレイシステム。
【請求項７】
　前記ディスプレイは、導波管から光を抽出することによって前記光を出力するように構
成される回折光学要素を備える導波管を備え、前記導波管は、導波管のスタックのうちの
１つであり、前記スタック導波管のそれぞれは、異なる波面発散を伴う光を出力するよう
に構成される、請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項８】
　ディスプレイシステムであって、
　可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される頭部搭載
可能拡張現実ディスプレイと、
　１つまたは複数の内向きに指向されるセンサと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　命令を記憶する１つまたは複数のコンピュータ記憶媒体と
　を備え、
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは
複数のプロセッサに、
　　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　　データを前記１つまたは複数の内向きに指向されるセンサから受信することによっ
て、刺激に対する反応を判定することと、
　　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　　によって行われる、こと
　を含む動作を実施させる、ディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記動作は、前記ディスプレイシステムに、知覚補助を表示させることをさらに含む、
請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記知覚補助は、前記識別された神経学的疾患および前記反応のうちの１つまたは複数
に基づいて選択される、請求項９に記載のディスプレイシステム。
【請求項１１】
　前記知覚補助は、ユーザプロファイルに基づいて選択される、請求項９に記載のディス
プレイシステム。
【請求項１２】
　前記神経学的分析の実施は、前記刺激を提供することを含み、前記刺激は、前記ディス
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プレイによって出力される仮想コンテンツを含む、請求項８に記載のディスプレイシステ
ム。
【請求項１３】
　前記刺激は、遠距離深度平面から近距離深度平面に移動される仮想オブジェクトを含む
、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１４】
　前記神経学的疾患は、視覚的処理障害および記憶障害のうちの少なくとも１つである、
請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１５】
　前記刺激は、周囲環境内に存在する刺激である、請求項８に記載のディスプレイシステ
ム。
【請求項１６】
　前記神経学的疾患を識別することは、潜在的神経学的疾患のリストを生成することを含
む、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１７】
　前記動作は、
　数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すこと
　をさらに含み、
　前記神経学的分析を繰り返すことは、前記識別された神経学的疾患を更新することを含
む、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１８】
　前記動作は、前記識別された神経学的疾患を複数の他のディスプレイシステムに伝送す
ることをさらに含む、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項１９】
　前記動作は、前記他のディスプレイシステムのユーザの母集団から判定された基準に基
づいて、前記神経学的疾患を識別することを含む、請求項１８に記載のディスプレイシス
テム。
【請求項２０】
　前記ディスプレイは、０．２５ジオプタ未満の遠近調節－輻輳・開散運動不整合を伴う
仮想コンテンツを出力するように構成される、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数の内向きに指向されるセンサは、電位を測定するように構成される
電極を備える、請求項８に記載のディスプレイシステム。
【請求項２２】
　１つまたは複数のプロセッサと、１つまたは複数の内向きに指向されるセンサと、頭部
搭載型ディスプレイとを備えるディスプレイシステムによって実施される方法であって、
前記方法は、
　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　データを前記１つまたは複数の内向きに指向されるセンサから収集することによって
、刺激に対するユーザ反応を判定することと、
　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　によって行われる、こと
　を含む、方法。
【請求項２３】
　知覚補助を表示することをさらに含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記知覚補助は、前記識別された神経学的疾患、前記反応、またはユーザプロファイル
に基づく、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すことと、前記識別され
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た神経学的疾患を更新することとをさらに含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　拡張現実ディスプレイシステムであって、
　頭部搭載可能ディスプレイであって、
　　周囲環境からの光を伝送し、前記周囲環境のビューをもたらすことと、
　　異なる波面発散量を伴う光を出力し、複数の深度平面上に仮想コンテンツを表示する
ことと
　を行うように構成される、頭部搭載可能ディスプレイと、
　１つまたは複数の外向きに指向されたセンサと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　命令を記憶する１つまたは複数のコンピュータ記憶媒体と
　を備え、
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは
複数のプロセッサに、
　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサからデータを受信することによって
、刺激に対する反応を判定することと、
　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　によって行われる、こと
　を含む動作を実施させる、拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項２７】
　前記動作は、
　環境トリガの存在を判定することと、
　前記環境トリガの存在に応答して、前記ディスプレイシステムに、知覚補助を表示させ
ることと
　をさらに含む、請求項２６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項２８】
　前記知覚補助は、前記識別された神経学的疾患に基づいて選択される、請求項２７に記
載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項２９】
　前記知覚補助は、ユーザプロファイルに基づいて選択される、請求項２７に記載の拡張
現実ディスプレイシステム。
【請求項３０】
　前記外向きに指向されたセンサは、オブジェクト、刺激、人々、動物、および場所のう
ちの１つまたは複数を検出するように構成される、請求項２６に記載の拡張現実ディスプ
レイシステム。
【請求項３１】
　前記外向きに指向されたセンサは、カメラを含む、請求項２６に記載の拡張現実ディス
プレイシステム。
【請求項３２】
　前記外向きに指向されたセンサは、高度計、気圧計、化学センサ、湿度センサ、温度セ
ンサ、外部マイクロホン、および熱イメージングセンサのうちの１つまたは複数を含む、
請求項２６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項３３】
　前記神経学的疾患を識別することは、潜在的神経学的疾患のリストを生成することを含
む、請求項２６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項３４】
　前記動作は、数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すことをさ
らに含み、前記神経学的分析を繰り返すことは、前記識別された神経学的疾患を更新する
ことを含む、請求項２６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
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【請求項３５】
　前記動作は、前記識別された神経学的疾患を複数の他のディスプレイシステムに伝送す
ることをさらに含む、請求項２６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項３６】
　前記動作は、他のディスプレイシステムのユーザの母集団から判定された基準に基づい
て、前記神経学的疾患を識別することを含む、請求項３５に記載の拡張現実ディスプレイ
システム。
【請求項３７】
　前記ディスプレイは、前記深度平面の各々に対して、０．２５ジオプタ未満の遠近調節
－輻輳・開散運動不整合を伴う仮想コンテンツを出力するように構成される、請求項２６
に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項３８】
　１つまたは複数のプロセッサと、１つまたは複数の外向きに指向されたセンサと、頭部
搭載型ディスプレイとを備えるディスプレイシステムによって実施される方法であって、
前記方法は、
　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサからデータを収集することによって
、刺激に対するユーザ反応を判定することと、
　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　によって行われる、こと
　を含む、方法。
【請求項３９】
　環境トリガの存在を判定することと、
　前記環境トリガの存在に応答して、知覚補助を表示することと
　をさらに含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記識別された神経学的疾患、前記反応、またはユーザプロファイルのうちの１つまた
は複数に基づいて前記知覚補助を選択することをさらに含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すことと、
　前記識別された神経学的疾患を更新することと
　をさらに含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４２】
　前記刺激は、視覚的コンテンツを含み、前記頭部搭載型ディスプレイを介して前記刺激
を提供することをさらに含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４３】
　前記外向きに指向されたセンサを用いて、オブジェクト、刺激、人々、動物、および場
所のうちの１つまたは複数を検出することをさらに含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４４】
　前記外向きに指向されたセンサは、カメラを含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４５】
　前記外向きに指向されたセンサは、高度計、気圧計、化学センサ、湿度センサ、温度セ
ンサ、外部マイクロホン、および熱イメージングセンサのうちの１つまたは複数を含む、
請求項３８に記載の方法。
【請求項４６】
　拡張現実ディスプレイシステムであって、
　頭部搭載可能ディスプレイであって、
　　周囲環境からの光を伝送し、前記周囲環境のビューをもたらすことと、
　　異なる波面発散量を伴う光を出力し、複数の深度平面上に仮想コンテンツを表示する
ことと
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　を行うように構成される、頭部搭載可能ディスプレイと、
　１つまたは複数の外向きに指向されたセンサと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　命令を記憶する１つまたは複数のコンピュータ記憶媒体と
　を備え、
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは
複数のプロセッサに、
　前記頭部装着可能ディスプレイの装着者に療法を提供することであって、前記療法を提
供することは、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサからデータを受信することによって
、周囲環境を監視することと、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサから受信された前記データに基づい
て、前記装着者の識別された神経学的疾患と関連付けられた刺激の存在を検出することと
、
　　前記検出された刺激の存在に基づいて、前記識別された神経学的疾患と関連付けられ
た知覚補助を提供することと
　によって行われる、こと
　を含む動作を実施させる、拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項４７】
　前記知覚補助は、環境トリガの存在に応答して表示される仮想コンテンツを含む、請求
項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項４８】
　前記神経学的疾患は、前記装着者に対応するユーザプロファイルの一部であり、前記知
覚補助は、前記ユーザプロファイルに少なくとも部分的に基づいて選択される、請求項４
６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項４９】
　前記外向きに指向されたセンサは、オブジェクト、刺激、人々、動物、および場所のう
ちの１つまたは複数を検出するように構成される、請求項４６に記載の拡張現実ディスプ
レイシステム。
【請求項５０】
　前記外向きに指向されたセンサは、カメラを含む、請求項４６に記載の拡張現実ディス
プレイシステム。
【請求項５１】
　前記外向きに指向されたセンサは、高度計および気圧計のうちの１つまたは複数を含む
、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５２】
　前記外向きに指向されたセンサは、化学センサ、湿度センサ、および温度センサのうち
の１つまたは複数を含む、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５３】
　前記外向きに指向されたセンサは、外部マイクロホンおよび熱イメージングセンサのう
ちの１つまたは複数を含む、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５４】
　前記動作は、
　毎日、前記識別された神経学的疾患の状況を監視することと、
　複数回、検出された刺激に応答して、前記療法を自動的に繰り返すことと
　をさらに含み、
　前記療法を自動的に繰り返すことは、前記識別された神経学的疾患の前記状況に基づい
て前記療法を更新することを含む、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５５】
　前記動作は、前記刺激の存在の検出のインジケーションを複数の他のディスプレイシス
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テムに伝送することをさらに含む、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５６】
　前記動作は、前記知覚補助が提供されていることのアラートを前記装着者に提供するこ
とをさらに含む、請求項４６に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５７】
　前記ディスプレイは、前記深度平面の各々に対して、０．２５ジオプタ未満の遠近調節
－輻輳・開散運動不整合を伴う仮想コンテンツを出力するように構成される、請求項４６
に記載の拡張現実ディスプレイシステム。
【請求項５８】
　１つまたは複数のプロセッサと、１つまたは複数の外向きに指向されたセンサと、頭部
搭載型ディスプレイとを備えるディスプレイシステムによって実施される方法であって、
前記方法は、
　療法を提供することであって、前記療法を提供することは、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサからデータを収集することによって
、ユーザの周りの周囲環境を監視することと、
　　前記１つまたは複数の外向きに指向されたセンサから収集された前記データを監視す
ることに基づいて、前記ユーザの識別された神経学的疾患と関連付けられた刺激の存在を
検出することと、
　　前記検出された刺激の存在に基づいて、前記識別された神経学的疾患と関連付けられ
た知覚補助を提供することと
　によって行われる、こと
　を含む、方法。
【請求項５９】
　前記知覚補助は、環境トリガの存在に応答して表示される仮想コンテンツを含む、請求
項５８に記載の方法。
【請求項６０】
　毎日、複数回、前記療法を自動的に繰り返すことと、前記識別された神経学的疾患の状
況を監視することに基づいて前記療法を更新することとをさらに含む、請求項５８に記載
の方法。
【請求項６１】
　前記知覚補助を提供することは、前記頭部装着型ディスプレイを介して前記ユーザに視
覚的コンテンツを表示することを含む、請求項５８に記載の方法。
【請求項６２】
　前記刺激の存在を検出することは、前記外向きに指向されたセンサを用いて、オブジェ
クト、人々、および動物のうちの１つまたは複数を検出することを含む、請求項５８に記
載の方法。
【請求項６３】
　前記刺激の存在を検出することは、前記外向きに指向されたセンサを用いて、１つまた
は複数の環境条件を検出することを含む、請求項５８に記載の方法。
【請求項６４】
　前記刺激の存在を検出することは、前記外向きに指向されたセンサを用いて、場所を検
出することを含む、請求項５８に記載の方法。
【請求項６５】
　前記外向きに指向されたセンサは、カメラを含む、請求項５８に記載の方法。
【請求項６６】
　前記外向きに指向されたセンサは、高度計および気圧計のうちの１つまたは複数を含む
、請求項５８に記載の方法。
【請求項６７】
　前記外向きに指向されたセンサは、化学センサ、湿度センサ、および温度センサのうち
の１つまたは複数を含む、請求項５８に記載の方法。
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【請求項６８】
　前記外向きに指向されたセンサは、外部マイクロホンおよび熱イメージングセンサのう
ちの１つまたは複数を含む、請求項５８に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　加えて、本開示に説明される主題の種々の革新的側面は、以下の実施形態において実装
されることができる。
実施形態１：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管を備える、ディスプレイを備え、
刺激をユーザに提供し、
刺激に対するユーザの反応を判定し、
ユーザにおいて、反応と関連付けられた神経学的疾患または神経学的状態の存在を判定す
る、
ように構成される、ディスプレイシステム。
実施形態２：刺激は、拡張現実画像コンテンツを含む、実施形態１に記載のディスプレイ
システム。
実施形態３：ディスプレイシステムは、ユーザに、反応に対応する神経学的疾患のリスト
を表示するように構成される、実施形態１－２のいずれかに記載のディスプレイシステム
。
実施形態４：神経学的疾患は、神経学的異常である、実施形態１－３のいずれかに記載の
ディスプレイシステム。
実施形態５：ディスプレイシステムは、神経学的疾患のリストを臨床医に通信するように
構成される、実施形態１－４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態６：ディスプレイシステムは、神経学的疾患のリストを１人またはそれを上回る
他のユーザに通信するように構成される、実施形態１－５のいずれかに記載のディスプレ
イシステム。
実施形態７：ディスプレイシステムは、
複数の画像をユーザに表示することによって、刺激を提供し、画像のうちの１つは、画像
の別のものと異なる深度平面上にあって、
ユーザの眼の遠近調節、輻輳・開散運動状態および／または他の遠心系応答
を測定し、
測定された遠近調節、輻輳・開散運動状態、および／または他の遠心系応答と、画像のう
ちの１つまたは画像の他のものに関する予期される遠近調節および／または輻輳・開散運
動状態を整合させることによって、ユーザによって知覚された画像を判定する、
によって、反応を判定する、
ように構成される、実施形態１－６のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態８：ディスプレイは、ユーザがディスプレイを装着している間、３回またはそれ
を上回って、拡張現実画像コンテンツを持続的にユーザに表示するように構成される、実
施形態１－７のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態９：ディスプレイは、５回またはそれを上回って、拡張現実画像コンテンツを表
示するように構成される、実施形態１－８のいずれかに記載のディスプレイシステム。
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実施形態１０：ディスプレイシステムは、数ヶ月にわたって複数回、以下のシーケンス、
すなわち、
刺激をユーザに提供し、
刺激に対するユーザの反応を判定し、
ユーザにおいて、反応と関連付けられた神経学的疾患の存在を判定する、
ことを自動的に実施するように構成される、実施形態１－９のいずれかに記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１１：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管を備える、ディスプレイを備え、
刺激に対するユーザの反応を判定し、
ユーザにおいて、反応と関連付けられた神経学的疾患の存在を判定する、
ように構成される、ディスプレイシステム。
実施形態１２：ディスプレイシステムは、神経学的疾患と関連付けられた情報を他のユー
ザの母集団に提供するように構成される、実施形態１－１１のいずれかに記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１３：ディスプレイシステムは、他のユーザの母集団から判定された基準に基づ
いて、神経学的疾患を判定するように構成される、実施形態１２に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態１４：ディスプレイシステムは、ユーザに対応する基準に基づいて、母集団のサ
ブセットのための基準を読み出すように構成される、実施形態１２－１３のいずれかに記
載のディスプレイシステム。
実施形態１５：ディスプレイシステムは、神経学的疾患と関連付けられた情報を他のユー
ザの母集団に提供することによって、基準を動的に改変するように構成される、実施形態
１２－１４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１６：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管を備える、ディスプレイを備え、
刺激が神経学的疾患と関連付けられるかどうかを判定し、
神経学的疾患のための知覚補助を表示する、
ように構成される、ディスプレイシステム。
実施形態１７：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管と、
環境を監視するように構成される、１つまたはそれを上回るセンサと、
とを備える、ディスプレイを備え、
環境内のオブジェクトに対するユーザの予期される感情的反応を判定し、
オブジェクトに対するユーザの予期される感情的反応が修正のための標的であるかどうか
を判定し、
拡張現実コンテンツをユーザに提示することによって、オブジェクトに対するユーザの予
期される感情的反応を修正する、
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ように構成される、ディスプレイシステム。
実施形態１８：拡張現実コンテンツは、拡張現実画像コンテンツである、実施形態１７に
記載のディスプレイシステム。
実施形態１９：オブジェクトは、ユーザの恐怖症と関連付けられる、実施形態１７－１８
のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２０：ディスプレイシステムは、拡張現実コンテンツをオブジェクト上に視覚的
にオーバーレイするように構成される、実施形態１７－１９のいずれかに記載のディスプ
レイシステム。
実施形態２１：ディスプレイシステムは、
ユーザからのオブジェクトの距離を判定し、
オブジェクトをその距離に対応する深度平面上にオーバーレイする拡張現実コンテンツを
提示する、
ように構成される、実施形態１７－２１のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２２：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管と、
環境を監視するように構成される、センサと、
を備える、ディスプレイを備え、
環境内のオブジェクトに対する予期されるユーザの物理的または行動的反応を判定し、
オブジェクトに対する予期されるユーザの物理的または行動的反応が修正のための標的で
あるかどうかを判定し、
拡張現実コンテンツをユーザに提示することによって、オブジェクトに対する予期される
ユーザの物理的または行動的反応を修正する、
ように構成される、ディスプレイシステム。
実施形態２３：提供される刺激は、ユーザの少なくとも片眼に提示される１つまたはそれ
を上回る画像を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４：１つまたはそれを上回る画像は、
ユーザの第１の眼に提示される第１の画像と、
ユーザの第２の眼に提示される第２の画像と、
を備え、第２の画像は、第１の画像と異なる、実施形態２３に記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態２５：１つまたはそれを上回る画像は、ユーザの同一眼に提示される第１の画像
および第２の画像を含み、第２の画像は、第１の画像と異なる、実施形態２３－２４のい
ずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２６：第２の画像は、輪郭、色、輝度、フリッカ率、またはコントラストにおい
て、第１の画像と異なる、実施形態２３－２５のいずれかに記載のディスプレイシステム
。
実施形態２７：第１の画像は、第１の部分を含み、第２の画像は、第２の部分を含み、第
１の部分および第２の部分は、コヒーレント画像を形成する、実施形態２３－２６のいず
れかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２８：第１の画像は、静的画像を含み、第２の画像は、一連の動的画像を含む、
実施形態２３－２７のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２９：第１の画像は、定常画像を含み、第２の画像は、移動画像を含む、実施形
態２３－２８のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３０：１つまたはそれを上回る画像のうちの１つは、定常部分および移動部分を
含む、実施形態２３－２９のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３１：１つまたはそれを上回る画像は、異なるコントラストを伴う１つまたはそ
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れを上回る画像を含む、実施形態２３－３０のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３２：反応は、提示される１つまたはそれを上回る画像に応答したユーザの視知
覚を含む、実施形態２３－３１のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３３：反応は、優勢または抑制の知覚状態を含む、実施形態３２に記載のディス
プレイシステム。
実施形態３４：反応は、
１つまたはそれを上回る画像のうちの１つの抑制、
１つまたはそれを上回る画像の一部の再構築、もしくは
１つまたはそれを上回る画像のうちの１つの少なくとも一部の消失、
を含む、実施形態３２－３３のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３５：優勢または抑制の知覚状態を測定するためのユーザインターフェースをさ
らに備える、実施形態３３－３４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態３６：ディスプレイシステムは、視運動性眼振（ＯＫＮ）、視覚誘発電位（ＶＥ
Ｐ）、脳磁図（ＭＥＧ）、または機能的磁気共鳴イメージング（ｆＭＲＩ）を使用した血
中酸素濃度依存的（ＢＯＬＤ）造影撮像からのデータを使用して、優勢または抑制の知覚
状態を推測するように構成される、実施形態３３－３５のいずれかに記載のディスプレイ
システム。
実施形態３７：ディスプレイシステムは、ユーザにおいて、視覚的処理と関連付けられた
神経学的疾患の存在を判定するように構成される、実施形態３３－３６のいずれかに記載
のディスプレイシステム。
実施形態３８：少なくとも１つまたはそれを上回るセンサから、ユーザの頭部またはユー
ザの頭部に関連する電位を測定するように構成される、電極をさらに備える、実施形態１
に記載のディスプレイシステム。
実施形態３９：電極は、ユーザの頭部上の複数の場所に配置されるように構成され、ディ
スプレイシステムは、同時に、電位測定を複数の場所から導出するように構成される、実
施形態３８に記載のディスプレイシステム。
実施形態４０：ディスプレイシステムは、刺激をユーザの片眼に提示するように構成され
る、実施形態３８－３９のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４１：ディスプレイシステムは、刺激をユーザの両眼に同時に提示するように構
成される、実施形態３８－４０のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４２：ディスプレイシステムは、色の間で交互する格子縞刺激を提示するように
構成される、実施形態３８－４１のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４３：ディスプレイシステムは、ある時間間隔内でサイズを変化させる、刺激を
提示するように構成される、実施形態３８－４２のいずれかに記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態４４：ディスプレイシステムは、応答を生産する最小変化を判定するように構成
される、実施形態３８－４３のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４５：ディスプレイシステムは、色を変化させる、刺激を提示するように構成さ
れる、実施形態３８－４４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４６：色は、類似色の異なる陰影に変化する、実施形態４５に記載のディスプレ
イシステム。
実施形態４７：ディスプレイシステムは、輝度を変化させる、刺激を提示するように構成
される、実施形態３８－４６のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４８：ディスプレイシステムは、刺激をユーザの視野の一部上に提示するように
構成される、実施形態３８－４７のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態４９：ディスプレイシステムは、刺激をユーザの視野の一部上に提示するように
構成される、実施形態３８－４８のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５０：ディスプレイシステムは、刺激を複数の深度平面上に提示するように構成
される、実施形態３８－４９のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５１：ディスプレイシステムは、ユーザの視野の異なる部分の間で交互する、刺
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激を提示するように構成され、ディスプレイシステムは、少なくとも、異なる部分の間で
交互する、刺激間の誘発事象関連電位の差異を測定するように構成される、実施形態３８
－５０のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５２：ディスプレイシステムは、少なくとも２つの色の間で変化する、刺激を提
示するように構成される、実施形態３８－５１のいずれかに記載のディスプレイシステム
。
実施形態５３：ディスプレイシステムは、刺激をユーザの視野全体に提示するように構成
される、実施形態５２に記載のディスプレイシステム。
実施形態５４：ディスプレイシステムは、視野上の１つのエリアから別のエリアに場所を
変化させる、刺激を提示するように構成される、実施形態３８－５３のいずれかに記載の
ディスプレイシステム。
実施形態５５：ディスプレイシステムは、見当識を変化させる、刺激を提示するように構
成される、実施形態３８－５４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５６：ディスプレイシステムは、境界鮮明度を変化させる、刺激を提示するよう
に構成される、実施形態３８－５５のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５７：ディスプレイシステムは、境界コントラストを変化させる、刺激を提示す
るように構成される、実施形態３８－５６のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態５８：ディスプレイシステムは、特定の周波数において特性を変化させる、刺激
を提示するように構成される、実施形態３８－５７のいずれかに記載のディスプレイシス
テム。
実施形態５９：ディスプレイシステムは、刺激が変化する周波数において、ユーザにおけ
る応答を測定するように構成される、実施形態５８に記載のディスプレイシステム。
実施形態６０：ディスプレイシステムは、ランダムドット立体画を含む、刺激を提示する
ように構成される、実施形態３８－５９のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態６１：ディスプレイシステムは、測定された反応と正常反応を示す所定の応答を
比較するように構成される、実施形態３８－６０のいずれかに記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態６２：ディスプレイシステムは、測定された反応と特定の神経学的異常を示す所
定の応答を比較するように構成される、実施形態３８－６１のいずれかに記載のディスプ
レイシステム。
実施形態６３：提供される刺激は、明光を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態６４：ユーザの反応は、ユーザの眼の瞳孔が縮瞳する、低減された速度または減
少された振幅を含む、実施形態６３に記載のディスプレイシステム。
実施形態６５：神経学的疾患は、同側視神経の病変、視蓋前野の病変、第ＩＩＩ脳神経内
に進行する同側副交感神経の病変、虹彩の瞳孔括約筋の病変、対側視神経の病変、癲癇、
不安障害、依存症、中毒、脳卒中、脳動脈瘤、ギラン・バレー症候群、および外傷性脳損
傷のうちの少なくとも１つと関連付けられる、実施形態６３－６４のいずれかに記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態６６：提供される刺激は、ユーザの第１の眼と第２の眼との間で往復して交互す
る、光斑を含む、実施形態６３－６５のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態６７：ユーザの反応は、光斑によって照明されるときのユーザの眼の瞳孔の散瞳
を含む、実施形態６６に記載のディスプレイシステム。
実施形態６８：神経学的疾患は、多発性硬化症、視神経脊髄炎、視神経炎、または外傷性
視神経症のうちの少なくとも１つである、実施形態６６－６７のいずれかに記載のディス
プレイシステム。
実施形態６９：提供される刺激は、遠距離視覚帯から近距離視覚帯に移動される、オブジ
ェクトを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態７０：ユーザの反応は、オブジェクトが遠距離視覚帯から近距離視覚帯に移動さ
れるにつれたユーザの片眼または両眼の瞳孔の縮瞳異常を含む、実施形態６９に記載のデ
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ィスプレイシステム。
実施形態７１：神経学的疾患は、同側視神経の病変、第ＩＩＩ脳神経内に進行する同側副
交感神経の病変、虹彩の瞳孔括約筋の病変、視索から視覚皮質への経路の両側病変、認知
障害、認知症、アルツハイマー病、レビー小体型認知症、および皮質盲のうちの少なくと
も１つと関連付けられる、実施形態６９－７０のいずれかに記載のディスプレイシステム
。
実施形態７２：提供される刺激は、水平または垂直視野を横断して移動される、オブジェ
クトを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態７３：ユーザの反応は、ユーザの視野内の水平または垂直軸に沿ったユーザの片
眼または両眼の平滑移動における障害を含む、実施形態７３に記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態７４：神経学的疾患は、認知障害、パーキンソン病、認知症、アルツハイマー病
、前頭側頭型認知症、進行性核上性麻痺、中毒、依存症、外傷性脳損傷、および皮質盲の
うちの少なくとも１つと関連付けられる、実施形態７２－７３のいずれかに記載のディス
プレイシステム。
実施形態７５：提供される刺激は、ユーザの片眼または両眼に向かって移動される、オブ
ジェクトを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態７６：ユーザの反応は、中間ではない方向に沿ったユーザの片眼または両眼の逸
脱を含む、実施形態７５に記載のディスプレイシステム。
実施形態７７：神経学的疾患は、ジストニア、パーキンソン病、大脳皮質基底核変性症、
またはレビー小体変性症のうちの少なくとも１つに対応する、実施形態７５－７６のいず
れかに記載のディスプレイシステム。
実施形態７８：提供される刺激は、第１の場所における第１のオブジェクトと、第２の場
所における第２のオブジェクトとを含み、第１および第２の場所は、離間される、実施形
態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態７９：ユーザの反応は、ユーザの片眼または両眼のサッケード運動の速度、振幅
、または周波数の測定を含む、実施形態７８に記載のディスプレイシステム。
実施形態８０：神経学的疾患は、認知障害、認知症、アルツハイマー病、ハンチントン病
、パーキンソン病、大脳皮質基底核変性症、レビー小体型認知症、および進行性核上性麻
痺のうちの少なくとも１つと関連付けられる、実施形態７６－７９のいずれかに記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態８１：提供される刺激は、不動標的と、不動標的の側面に位置する異なるオブジ
ェクトとを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態８２：ユーザの反応は、反射サッケードの抑止不能を含む、実施形態８１に記載
のディスプレイシステム。
実施形態８３：神経学的疾患は、認知症、アルツハイマー病、ハンチントン病、パーキン
ソン病、大脳皮質基底核変性症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症、および統合失
調症のうちの少なくとも１つと関連付けられる、実施形態８１－８２のいずれかに記載の
ディスプレイシステム。
実施形態８４：提供される刺激は、ユーザの視野を横断して移動される、明暗ストライプ
を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態８５：ユーザの反応は、視野を横断した移動に続いて、視野を横断した移動を上
回る速度における正中線への移動を呈しない、ユーザの両眼の移動を含む、実施形態８４
に記載のディスプレイシステム。
実施形態８６：神経学的疾患は、半側空間無視、多発性硬化症、視神経脊髄炎、運動失調
症、中毒、および脳卒中のうちの少なくとも１つと関連付けられる、実施形態８４－８５
のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態８７：提供される刺激は、フリッカ光斑および非フリッカ光斑を含む、実施形態
１に記載のディスプレイシステム。
実施形態８８：ユーザの反応は、フリッカ光斑の色相知覚の変化を含む、実施形態８７に
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記載のディスプレイシステム。
実施形態８９：神経学的疾患は、反応性視神経炎に対応する、実施形態８７－８８のいず
れかに記載のディスプレイシステム。
実施形態９０：提供される刺激は、異なる方向からユーザの片眼または両眼に向かって急
速に移動される。オブジェクトを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態９１：ユーザの反応は、瞬目不能を含む、実施形態９０に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態９２：神経学的状態は、昏睡状態に対応する、実施形態９０－９１のいずれかに
記載のディスプレイシステム。
実施形態９３：提供される刺激は、ユーザの両側に同時に表示される、オブジェクトを含
む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態９４：ユーザの反応は、ユーザの両側に同時に表示されるときの片側のオブジェ
クトの知覚不能を含む、実施形態９３に記載のディスプレイシステム。
実施形態９５：神経学的疾患は、脳卒中と関連付けられる、実施形態９３－９４のいずれ
かに記載のディスプレイシステム。
実施形態９６：神経学的状態は、神経可塑性亢進を含む、実施形態１６に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態９７：ディスプレイシステムは、刺激をユーザに提供し、神経可塑性を亢進させ
るように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態９８：刺激は、ビデオゲームの一部として提供される、実施形態９７に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態９９：知覚補助は、誘導画像療法を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態１００：知覚補助は、誘導画像および音楽療法を含む、実施形態１６に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態１０１：知覚補助は、ユーザによって正のフィードバックと関連付けられた視覚
的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０２：知覚補助は、ユーザによって負のフィードバックと関連付けられた視覚
的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０３：知覚補助は、古典的条件付け技法を通してユーザを条件付けるように構
成される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０４：知覚補助は、オペラント条件付け技法を通してユーザを条件付けるよう
に構成される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０５：ディスプレイシステムはさらに、視覚的刺激と正または負の値を関連付
けるように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０６：神経学的疾患は、疼痛を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１０７：知覚補助は、ユーザの気を逸らし、疼痛の感覚を緩和させるように構成
される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１０６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１０８：知覚補助は、ユーザをリラックスさせ、疼痛の感覚を緩和させるように
構成される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１０６－１０７のいずれかに記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１０９：知覚補助は、疼痛の感覚を緩和させるための誘導画像を含む、実施形態
１０６－１０８のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１１０：ディスプレイシステムはさらに、ユーザインターフェース要素を備え、
疼痛レベルに関するユーザ入力を受信する、実施形態１０６－１０９のいずれかに記載の
ディスプレイシステム。
実施形態１１１：知覚補助は、ユーザの気分を改変するように構成される、視聴覚的刺激
を含む、実施形態１０６－１１０のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１１２：知覚補助は、誘導画像を含む、実施形態１１１に記載のディスプレイシ
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ステム。
実施形態１１３：知覚補助は、知覚学習技法を提供し、ユーザの技能および能力を改善す
るように構成される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム
。
実施形態１１４：技能および能力は、知覚力を含む、実施形態１６に記載のディスプレイ
システム。
実施形態１１５：ディスプレイシステムは、眼球運動による脱感作と再処理（ＥＭＤＲ）
療法を提供するように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１１６：知覚補助は、横方向眼運動をユーザに誘発するように構成される、両側
感覚入力を含む、実施形態１１５に記載のディスプレイシステム。
実施形態１１７：ディスプレイシステムはさらに、知覚および認知能力を向上させるよう
に調整されたコンピュータゲームを提供するように構成される、実施形態１６に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態１１８：ディスプレイシステムは、発話および言語障害に対処するための聴覚弁
別用途を提供するように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１１９：ディスプレイシステムは、一次認知または感覚経路に関わるように構成
される、一次刺激と、第２の認知または感覚経路に関わるように構成される、二次刺激と
を提供するように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１２０：知覚補助は、色と関連付けられた文字または数字を含む、実施形態１１
９に記載のディスプレイシステム。
実施形態１２１：知覚補助は、色と関連付けられた音楽を含む、実施形態１１９－１２０
のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１２２：知覚補助は、ユーザの周囲の３Ｄ空間内に位置付けられる数字および／
または文字を含む、実施形態１１９－１２１のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１２３：知覚補助は、ユーザの仮想反射画像を含み、画像の第１の部分は、ユー
ザの正確な描写を含み、画像の第１の部分に相補的である画像の第２の部分は、第１の部
分の仮想反射を含み、ユーザのフル画像を形成する、実施形態１６に記載のディスプレイ
システム。
実施形態１２４：ディスプレイシステムは、左右対称性を伴って、画像全体を移動させる
ように構成される、実施形態１２３に記載のディスプレイシステム。
実施形態１２５：知覚補助は、ユーザに提示されるオブジェクトに基づき、ユーザの感覚
を刺激するように構成される、視聴覚的刺激を含む、実施形態１６に記載のディスプレイ
システム。
実施形態１２６：知覚補助は、第１の距離におけるオブジェクトと、第２の距離における
オブジェクトとを含む、視聴覚的刺激を含み、第２の距離におけるオブジェクトは、ぼけ
ている、または不明瞭であるように示される、実施形態１６に記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態１２７：ディスプレイシステムは、発話認識を提供し、認識された発話をテキス
トとして表示するように構成され、知覚補助は、ディスプレイシステムによって検出され
た発話に対応するテキストを含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１２８：オーディオコンテンツをユーザの耳に伝送するように構成される、スピ
ーカをさらに備え、刺激は、オーディオコンテンツを含む、実施形態１に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１２９：刺激は、ユーザに可聴である、１つまたはそれを上回る命令を含む、実
施形態１２８に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３０：刺激は、ユーザに投影される、１つまたはそれを上回る視覚的命令を含
む、実施形態２に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３１：ユーザの発声を検出するように構成される、マイクロホンをさらに備え
る、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３２：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
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ーザの反応に基づいて、ユーザの覚醒を評価するように構成される、実施形態１に記載の
ディスプレイシステム。
実施形態１３３：神経学的疾患は、ユーザの覚醒と関連付けられた神経学的疾患を含む、
実施形態１または実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３４：知覚補助は、ユーザの覚醒を増加させるように選択された視覚的コンテ
ンツを含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３５：知覚補助は、視覚的コンテンツを修正し、ユーザの覚醒を増加させるス
テップを含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３６：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
ーザの反応に基づいて、ユーザの注意を評価するように構成される、実施形態１に記載の
ディスプレイシステム。
実施形態１３７：刺激は、単語のシーケンスを暗唱するための命令を含む、実施形態１に
記載のディスプレイシステム。
実施形態１３８：ディスプレイシステムはさらに、シーケンスを暗唱するユーザの能力を
評価するように構成される、実施形態１３７に記載のディスプレイシステム。
実施形態１３９：刺激は、記号のアレイと、ユーザに提示される１つまたはそれを上回る
基準に基づいて、記号のうちの１つまたはそれを上回るものを識別するための命令とを含
む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４０：ディスプレイシステムはさらに、１つまたはそれを上回る記号のユーザ
の識別の正確度を判定するように構成される、実施形態１３９に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１４１：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
ーザの反応に基づいて、ユーザの見当識の状態を評価するように構成される、実施形態１
に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４２：刺激は、ユーザの氏名を含む、情報を述べるための命令を含む、実施形
態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４３：刺激は、ユーザの場所を含む、情報を述べるための命令を含む、実施形
態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４４：刺激は、現在の日付を含む、情報を述べるための命令を含む、実施形態
１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４５：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、命令された情報
を正確に述べるユーザの能力に基づいて、ユーザの見当識状態を評価するように構成され
る、実施形態１４２－１４４のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態１４６：１つまたはそれを上回る生理学的センサをさらに備え、ディスプレイシ
ステムは、少なくとも部分的に、生理学的データに基づいて、ユーザがパニックを起こし
ているかどうかを判定するように構成される、実施形態１４５に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１４７：ディスプレイシステムは、少なくとも部分的に、生理学的データに基づ
いて、ユーザの見当識状態を評価するように構成される、実施形態１４６に記載のディス
プレイシステム。
実施形態１４８：神経学的疾患は、ユーザの見当識状態と関連付けられた神経学的疾患を
含む、実施形態１または実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１４９：知覚補助は、ユーザの場所の可聴または視覚的インジケーションを含む
、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１５０：知覚補助は、時間の可聴または視覚的インジケーションを含む、実施形
態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１５１：知覚補助は、ユーザがパニックを起こしていることの判定に応答して、
落ち着かせるようなオーディオまたは視覚的コンテンツを含む、実施形態１６に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態１５２：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
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ーザの反応に基づいて、ユーザの記憶力を評価するように構成される、実施形態１に記載
のディスプレイシステム。
実施形態１５３：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
ーザの反応に基づいて、ユーザの学習能力を評価するように構成される、実施形態１に記
載のディスプレイシステム。
実施形態１５４：刺激は、ユーザによって暗記されるための情報を含む、実施形態１に記
載のディスプレイシステム。
実施形態１５５：刺激は、ユーザに情報を思い出すように命令するステップを含む、実施
形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１５６：情報は、履歴データを含む、実施形態１５５に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１５７：刺激は、情報をユーザに提示し、ある時間遅延後、ユーザに情報を思い
出すように命令するステップを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１５８：時間遅延は、少なくとも１分である、実施形態１５７に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１５９：ディスプレイシステムは、時間遅延中、ユーザの気を逸らすように構成
される、実施形態１５７に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６０：神経学的疾患は、ユーザの記憶力と関連付けられた神経学的疾患である
、実施形態１または実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６１：神経学的疾患は、ユーザの学習能力と関連付けられた神経学的疾患であ
る、実施形態１または実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６２：知覚補助は、タスクを実施するための１つまたはそれを上回る命令を含
む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６３：ディスプレイシステムはさらに、少なくとも部分的に、刺激に対するユ
ーザの反応に基づいて、ユーザの言語機能を評価するように構成される、実施形態１に記
載のディスプレイシステム。
実施形態１６４：刺激は、ある話題について話すための命令を含む、実施形態１に記載の
ディスプレイシステム。
実施形態１６５：ディスプレイは、命令に続いてユーザの発声を検出し、発声に基づいて
、ユーザの自発的発話機能を評価するように構成される、実施形態１６４に記載のディス
プレイシステム。
実施形態１６６：刺激は、オブジェクトの写真と、オブジェクトの名称を述べるための命
令とを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６７：ディスプレイシステムはさらに、ユーザがオブジェクトの名称を正確に
述べたかどうかを判定するように構成される、実施形態１６４に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１６８：神経学的疾患は、ユーザの言語機能と関連付けられた神経学的疾患であ
る、実施形態１または実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１６９：知覚補助は、ユーザが単語を思い出すことができないことの判定に応答
して、単語をユーザに表示するステップを含む、実施形態１６に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１７０：知覚補助は、ユーザへのユーザの発話中の検出されたエラーの通知を含
む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１７１：刺激は、手指失認試験を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステ
ム。
実施形態１７２：ユーザの反応は、ユーザの眼視線を含む、実施形態１に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態１７３：ユーザの反応は、刺激からユーザの反応までの経過時間量を含む、実施
形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１７４：神経学的疾患は、ゲルストマン症候群を含む、実施形態１に記載のディ
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スプレイシステム。
実施形態１７５：刺激は、失書症試験を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム
。
実施形態１７６：失書症試験は、ユーザに単語を空間内に書くようにプロンプトするステ
ップを含む、実施形態１７５に記載のディスプレイシステム。
実施形態１７７：失書症試験は、ユーザに単語を文書上に書くようにプロンプトするステ
ップを含む、実施形態１７５に記載のディスプレイシステム。
実施形態１７８：刺激は、左右識別障害試験を含む、実施形態１に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態１７９：左右識別障害試験は、ユーザに指で身体のその指と反対側の身体部分に
触れるようにプロンプトするステップを含む、実施形態１７８に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態１８０：左右識別障害試験は、ユーザに方向を識別するようにプロンプトするス
テップを含む、実施形態１７８に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８１：刺激は、計算試験を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８２：計算試験は、ユーザに算術問題を解くようにプロンプトするステップを
含む、実施形態１８１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８３：ユーザの反応は、計算ミスを含む、実施形態１に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態１８４：神経学的疾患は、統合運動障害を含む、実施形態１または実施形態１６
に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８５：神経学的疾患は、ハンチントン病を含む、実施形態１または実施形態１
６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８６：神経学的疾患は、後部皮質萎縮症を含む、実施形態１または実施形態１
６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１８７：神経学的疾患は、失語症を含む、実施形態１または実施形態１６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態１８８：神経学的疾患は、失認症を含む、実施形態１または実施形態１６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態１８９：神経学的疾患は、失書症を含む、実施形態１または実施形態１６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態１９０：神経学的疾患は、失読症を含む、実施形態１または実施形態１６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態１９１：神経学的疾患は、書字障害を含む、実施形態１または実施形態１６に記
載のディスプレイシステム。
実施形態１９２：刺激は、失行試験を含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１９３：失行試験は、ユーザに手ジェスチャを模倣するようにプロンプトするス
テップを含む、実施形態１９２に記載のディスプレイシステム。
実施形態１９４：ディスプレイデバイスは、拡張された正常応答のオーバーレイとユーザ
の反応を比較するように構成される、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態１９５：ディスプレイシステムはさらに、ユーザの腕、手、脚、または足の運動
を監視するように構成される、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態１９６：ユーザに指向される刺激は、周期的に繰り返され、ユーザの習慣、ルー
チン、または物理的アクティビティを発達させる、実施形態１６に記載のディスプレイシ
ステム。
実施形態１９７：知覚補助は、ユーザへの正しい応答のヒントを含む、実施形態１６に記
載のディスプレイシステム。
実施形態１９８：知覚補助は、ユーザに提供される、視覚的補助を含む、実施形態１６に
記載のディスプレイシステム。
実施形態１９９：知覚補助は、ユーザに提供される、書き方を含む、実施形態１９８に記
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載のディスプレイシステム。
実施形態２００：知覚補助は、ディスプレイシステムによってプロンプトされた身体部分
の場所のディスプレイシステムによって提供される場所を含む、実施形態１６に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態２０１：知覚補助は、算術解の欠失ステップの表示を含む、実施形態１６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態２０２：知覚補助は、計算試験に対する正しい回答の識別を含む、実施形態１６
に記載のディスプレイシステム。
実施形態２０３：知覚補助は、タスクが実施される方法を示す、画像を含む、実施形態１
６に記載のディスプレイシステム。
実施形態２０４：知覚補助は、タスクをその構成コンポーネントに分割する、画像を含む
、実施形態２０３に記載のディスプレイシステム。
実施形態２０５：知覚補助は、正しい行動の実施例を提供するステップを含む、実施形態
１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態２０６：知覚補助は、ユーザにタスクを完了するように動機付けるための視覚的
または聴覚的コンテンツを含む、実施形態１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態２０７：知覚補助は、言語翻訳を含む、実施形態１６に記載のディスプレイシス
テム。
実施形態２０８：提供される刺激は、視空間タスクを含む、実施形態１に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態２０９：ユーザの反応は、無視または異常構造能力のインジケーションを含む、
実施形態２０８に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１０：神経学的疾患は、右頭頂葉機能不全と関連付けられる、実施形態２０９
に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１１：提供される刺激は、認知タスクを含む、実施形態１に記載のディスプレ
イシステム。
実施形態２１２：ユーザの反応は、異常実行機能のインジケーションを含む、実施形態２
１１に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１３：神経学的疾患は、前頭葉機能不全と関連付けられる、実施形態２１２に
記載のディスプレイシステム。
実施形態２１４：提供される刺激は、論理または抽象化タスクを含む、実施形態１に記載
のディスプレイシステム。
実施形態２１５：ユーザの反応は、思考、推論、多段階命令、または分類における困難の
インジケーションを含む、実施形態２１４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１６：神経学的疾患は、高次関連皮質を伴うエリアと関連付けられる、実施形
態２１５に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１７：感知される刺激は、視空間タスクを含む、実施形態６に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態２１８：ディスプレイシステムは、少なくとも部分的に、視空間タスクに対する
ユーザ応答に基づいて、無視または異常構造能力のインジケーションを判定するように構
成される、実施形態２１７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２１９：神経学的疾患は、右頭頂葉機能不全と関連付けられる、実施形態２１８
に記載のディスプレイシステム。
実施形態２２０：感知される刺激は、認知タスクを含む、実施形態６に記載のディスプレ
イシステム。
実施形態２２１：ディスプレイシステムは、少なくとも部分的に、認知タスクに対するユ
ーザ応答に基づいて、異常実行機能のインジケーションを判定するように構成される、実
施形態２２０に記載のディスプレイシステム。
実施形態２２２：神経学的疾患は、前頭葉機能不全と関連付けられる、実施形態２２１に
記載のディスプレイシステム。
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実施形態２２３：感知される刺激は、論理または抽象化タスクを含む、実施形態６に記載
のディスプレイシステム。
実施形態２２４：提供される刺激は、１つまたはそれを上回るスペクトル範囲内の波長を
有する、光パターンを含む、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態２２５：ユーザの反応は、瞳孔のサイズ変化を含み、瞳孔のサイズ変化は、光パ
ターン内の波長に基づいて変動し得る、実施形態２２４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２２６：神経学的疾患は、概日リズムの異常と関連付けられる、実施形態２２４
－２２５のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２２７：ユーザの反応は、近距離輻輳点の変化を含む、実施形態６９に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態２２８：神経学的疾患は、脳震盪または脳震盪までは至らない程度の衝撃と関連
付けられる、実施形態２２７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２２９：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管を備える、ディ
スプレイを備え、
１つまたはそれを上回る導波管はさらに、周囲環境からの光をユーザに伝送するように構
成され、
ディスプレイシステムは、神経可塑性を亢進させる、１つまたはそれを上回る刺激
を提供するように構成される、
ディスプレイシステム。
実施形態２３０：１つまたはそれを上回る刺激は、ビデオゲームの一部として提供される
、実施形態２２９に記載のディスプレイシステム。
実施形態２３１：１つまたはそれを上回る刺激は、ディスプレイシステムに接続される電
極を介してユーザの頭蓋骨に印加される、電気信号を含む、実施形態２２９または２３０
のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２３２：電気信号は、別の個人の脳活動を再現する、実施形態２３１に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態２３３：
提供される刺激に対するユーザの応答を判定し、
判定された応答に基づいて、刺激を調整する、
ようにさらに構成される、実施形態２２９－２３２のいずれかに記載のディスプレイシス
テム。
実施形態２３４：
提供される刺激に対するユーザの応答を判定し、
判定された応答を修正する、知覚補助をトリガする、
ようにさらに構成される、実施形態２２９－２３３のいずれかに記載のディスプレイシス
テム。
実施形態２３５：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管であって、周囲
環境からの光をユーザに伝送するようにさらに構成される、１つまたはそれを上回る導波
管と、
電磁または音響エネルギーをユーザに送達する、プローブと、
を備える、ディスプレイを備える、ディスプレイシステム。
実施形態２３６：補助コンポーネントは、電極、超音波変換器、または光学源を含む、実
施形態２３５に記載のディスプレイシステム。
実施形態２３７：プローブは、電磁または音響エネルギーをユーザの眼または頭蓋骨に送
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達するように構成される、実施形態２３５－２３６のいずれかに記載のディスプレイシス
テム。
実施形態２３８：補助コンポーネントは、頭蓋骨を貫通し、ユーザの脳の一部を刺激する
ように構成される、電磁エネルギーを送達するように構成される、実施形態２３７に記載
のディスプレイシステム。
実施形態２３９：電磁エネルギーは、紫外線、非可視、可視、または赤外線スペクトル範
囲のうちの少なくとも１つ内の波長を含む、実施形態２３７－２３８のいずれかに記載の
ディスプレイシステム。
実施形態２４０：電磁エネルギーは、周波数約１～５０Ｈｚを有する、パルス状光学信号
を含む、実施形態２３７－２３９のいずれかに記載のディスプレイシステム。
実施形態２４１：音響エネルギーは、ユーザの頭蓋骨への超音波信号を含む、実施形態２
４７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４２：ディスプレイシステムは、中大脳動脈を通る血流の画像を取得するよう
に構成される、実施形態２４１に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４３：プローブは、ユーザの眼の中の構造を照明し、スペックルパターンを生
成する、コリメートされたレーザビームを生成するように構成され、ディスプレイシステ
ムは、スペックルパターンを検出し、スペックルパターンと関連付けられたパラメータと
眼球組織内の血流率を相関させるように構成される、実施形態２３５－２４２のいずれか
に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４４：スペックルパターンと関連付けられたパラメータは、正常化されたぶれ
である、実施形態２４３に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４５：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管を備える、ディ
スプレイを備え、
１つまたはそれを上回る導波管はさらに、周囲環境からの光をユーザに伝送するように構
成され、
ディスプレイシステムは、眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動における１つまたはそ
れを上回る異常と関連付けられた神経学的疾患を判定するように構成され、
ディスプレイシステムは、１つまたはそれを上回る刺激を提供し、追跡された眼球運動に
おける１つまたはそれを上回る異常を阻害する、もしくは関連付けられた神経学的疾患に
責任がある脳の１つまたはそれを上回る部分を再訓練するように構成される、
ディスプレイシステム。
実施形態２４６：追跡された眼球運動は、眼振に起因する瞳孔運動を含み、１つまたはそ
れを上回る刺激は、眼振眼運動の振幅より少ない量だけ移動される、画像を含む、実施形
態２４５に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４７：ディスプレイシステムであって、
光をユーザに投影し、拡張現実画像コンテンツを複数の深度平面上に表示するように構成
される、頭部搭載型ディスプレイであって、
光をユーザに投影するように構成される、１つまたはそれを上回る導波管を備える、ディ
スプレイを備え、
１つまたはそれを上回る導波管はさらに、周囲環境からの光をユーザに伝送するように構
成され、
伝送される光は、ユーザの眼底を検査するために使用され、
ディスプレイシステムは、眼底の検査に基づいて、神経学的疾患を判定するように構成さ
れる、
ディスプレイシステム。
実施形態２４８：神経学的疾患は、頭皮内圧、頭皮内圧亢進、圧迫性視神経症、動脈炎性
虚血性視神経症、非動脈炎性虚血性視神経症、視神経炎、または放射線性視神経症のうち
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の少なくとも１つを含む、実施形態２４７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２４９：ユーザの反応は、所定の時間間隔にわたるオブジェクトの固視不能を含
む、実施形態６９に記載のディスプレイシステム。
実施形態２５０：神経学的疾患は、自閉症、注意欠陥・多動性障害、またはパーキンソン
病と関連付けられる、実施形態２４９に記載のディスプレイシステム。
実施形態２５１：知覚補助は、視覚的感覚遮断を含む、実施形態１１６に記載のディスプ
レイシステム。
実施形態２５２：知覚補助は、均一色野をユーザに表示するステップを含む、実施形態１
１６に記載のディスプレイシステム。
実施形態２５３：知覚補助は、ノイズキャンセリングを含む、実施形態１１６に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態２５４：知覚補助は、聴覚的および視覚的感覚遮断を含む、実施形態１１６に記
載のディスプレイシステム。
実施形態２５５：ディスプレイシステムは、機能的近赤外線分光法を使用して、ユーザの
脳内の血流をマップするように構成される、実施形態１に記載のディスプレイシステム。
実施形態２５６：ディスプレイシステムは、機能的近赤外線分光法を使用して、ユーザの
脳内の血流をマップするように構成される、実施形態１１に記載のディスプレイシステム
。
実施形態２５７：ディスプレイシステムであって、
可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される、頭部搭載
可能拡張現実ディスプレイと、
１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサと、
１つまたはそれを上回る外向きに指向されるセンサと、
１つまたはそれを上回るプロセッサと、
１つまたはそれを上回るプロセッサによって実行されると、１つまたはそれを上回るプロ
セッサに、
データを１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから受信することによって、
刺激に対する反応を判定し、
反応と関連付けられた神経学的疾患を識別する、
ことによって、神経学的分析を実施するステップと、
神経学的疾患と関連付けられた環境トリガを判定するステップと、
１つまたはそれを上回る外向きに指向されるセンサを用いて、周囲環境を監視するステッ
プと、
周囲環境内の環境トリガの存在を検出するステップと、
トリガ変数の検出された存在に基づいて、知覚補助を提供するステップと、
を含む、動作を実施させる、命令を記憶する、１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶
媒体と、
を備える、ディスプレイシステム。
実施形態２５８：知覚補助を提供するステップは、仮想コンテンツを表示するステップを
含む、実施形態２５７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２５９：神経学的疾患は、記憶喪失を含み、知覚補助は、リマインダおよびアラ
ートのうちの１つまたはそれを上回るものを含む、実施形態２５８に記載のディスプレイ
システム。
実施形態２６０：知覚補助を提供するステップは、実オブジェクトの知覚される色を改変
するステップを含む、実施形態２５８に記載のディスプレイシステム。
実施形態２６１：知覚補助は、環境トリガと関連付けられた音を含む、実施形態２５７に
記載のディスプレイシステム。
実施形態２６２：神経学的分析の実施は、数ヶ月にわたって複数回、自動的に行われ、神
経学的分析の実施に基づいて、ユーザの神経プロファイルを更新するステップをさらに含
む、実施形態２５７に記載のディスプレイシステム。
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実施形態２６３：ディスプレイは、導波管から光を抽出することによって、光を出力する
ように構成される回折光学要素を備える、導波管を備え、導波管は、導波管のスタックの
うちの１つであって、スタック導波管はそれぞれ、異なる波面発散を伴う光を出力するよ
うに構成される、実施形態２５７に記載のディスプレイシステム。
実施形態２６４：ディスプレイシステムであって、
可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される、頭部搭載
可能拡張現実ディスプレイと、
１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサと、
１つまたはそれを上回るプロセッサと、
１つまたはそれを上回るプロセッサによって実行されると、１つまたはそれを上回るプロ
セッサに、
データを１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから受信することによって、
刺激に対する反応を判定し、
反応と関連付けられた神経学的疾患を識別する、
ことによって、神経学的分析を実施するステップを含む、
動作を実施させる、命令を記憶する、１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶媒体と、
を備える、ディスプレイシステム。
実施形態２６５：動作はさらに、ディスプレイシステムに、知覚補助を表示させるステッ
プを含む、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２６６：知覚補助は、識別された神経学的疾患および反応のうちの１つまたはそ
れを上回るものに基づいて選択される、実施形態２６５に記載のディスプレイシステム。
実施形態２６７：知覚補助は、ユーザプロファイルに基づいて選択される、実施形態２６
５に記載のディスプレイシステム。
実施形態２６８：神経学的分析の実施は、刺激を提供するステップを含み、刺激は、ディ
スプレイによって出力される仮想コンテンツを含む、実施形態２６４に記載のディスプレ
イシステム。
実施形態２６９：刺激は、遠距離深度平面から近距離深度平面に移動される仮想オブジェ
クトを含む、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７０：神経学的疾患は、視覚的処理障害および記憶障害のうちの少なくとも１
つである、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７１：刺激は、周囲環境内に存在する刺激である、実施形態２６４に記載のデ
ィスプレイシステム。
実施形態２７２：神経学的疾患を識別するステップは、潜在的神経学的疾患のリストを生
成するステップを含む、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７３：動作はさらに、
数ヶ月にわたって複数回、神経学的分析を自動的に繰り返すステップを含み、
神経学的分析を繰り返すステップは、識別された神経学的疾患を更新するステップを含む
、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７４：動作はさらに、識別された神経学的疾患を複数の他のディスプレイシス
テムに伝送するステップを含む、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７５：動作は、他のディスプレイシステムのユーザの母集団から判定された基
準に基づいて、神経学的疾患を識別するステップを含む、実施形態２７４に記載のディス
プレイシステム。
実施形態２７６：ディスプレイは、０．２５ジオプタ未満の遠近調節－輻輳・開散運動不
整合を伴う仮想コンテンツを出力するように構成される、実施形態２６４に記載のディス
プレイシステム。
実施形態２７７：１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサは、電位を測定する
ように構成される、電極を備える、実施形態２６４に記載のディスプレイシステム。
実施形態２７８：１つまたはそれを上回るプロセッサと、１つまたはそれを上回る内向き
に指向されるセンサと、頭部搭載型ディスプレイとを備える、ディスプレイシステムによ
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って実施される方法であって、
データを１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから収集することによって、
刺激に対するユーザ反応を判定し、
反応と関連付けられた神経学的疾患を識別する、
ことによって、神経学的分析を実施するステップを含む、方法。
実施形態２７９：知覚補助を表示するステップをさらに含む、実施形態２７８に記載の方
法。
実施形態２８０：知覚補助は、識別された神経学的疾患、反応、またはユーザプロファイ
ルに基づく、実施形態２７８に記載の方法。
実施形態２８１：数ヶ月にわたって複数回、神経学的分析を自動的に繰り返すステップと
、識別された神経学的疾患を更新するステップをさらに含む、実施形態２７８に記載の方
法。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　ディスプレイシステムであって、
　可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される頭部搭載
可能拡張現実ディスプレイと、
　１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサと、
　１つまたはそれを上回る外向きに指向されるセンサと、
　１つまたはそれを上回るプロセッサと、
　１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶媒体であって、前記１つまたはそれを上回る
コンピュータ記憶媒体は、命令を記憶しており、前記命令は、前記１つまたはそれを上回
るプロセッサによって実行されると、前記１つまたはそれを上回るプロセッサに、
　　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　　データを前記１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから受信すること
によって、刺激に対する反応を判定することと、
　　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　　によって行われる、ことと、
　　前記神経学的疾患と関連付けられた環境トリガを判定することと、
　　前記１つまたはそれを上回る外向きに指向されるセンサを用いて、周囲環境を監視す
ることと、
　　前記周囲環境内の環境トリガの存在を検出することと、
　　前記環境トリガの検出された存在に基づいて、知覚補助を提供することと
　を含む動作を実施させる、１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶媒体と
　を備える、ディスプレイシステム。
（項目２）
　前記知覚補助を提供することは、仮想コンテンツを表示することを含む、項目１に記載
のディスプレイシステム。
（項目３）
　前記神経学的疾患は、記憶喪失を含み、前記知覚補助は、リマインダおよびアラートの
うちの１つまたはそれを上回るものを含む、項目２に記載のディスプレイシステム。
（項目４）
　前記知覚補助を提供することは、実オブジェクトの知覚される色を改変することを含む
、項目２に記載のディスプレイシステム。
（項目５）
　前記知覚補助は、前記環境トリガと関連付けられた音を含む、項目１に記載のディスプ
レイシステム。
（項目６）
　前記神経学的分析の実施は、数ヶ月にわたって複数回、自動的に行われ、前記神経学的
分析の実施に基づいて、ユーザの神経プロファイルを更新することをさらに含む、項目１
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に記載のディスプレイシステム。
（項目７）
　前記ディスプレイは、導波管から光を抽出することによって前記光を出力するように構
成される回折光学要素を備える導波管を備え、前記導波管は、導波管のスタックのうちの
１つであり、前記スタック導波管のそれぞれは、異なる波面発散を伴う光を出力するよう
に構成される、項目１に記載のディスプレイシステム。
（項目８）
　ディスプレイシステムであって、
　可変波面発散を伴う光を出力し、仮想コンテンツを表示するように構成される、頭部搭
載可能拡張現実ディスプレイと、
　１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサと、
　１つまたはそれを上回るプロセッサと、
　１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶媒体であって、前記１つまたはそれを上回る
コンピュータ記憶媒体は、命令を記憶しており、前記命令は、前記１つまたはそれを上回
るプロセッサによって実行されると、前記１つまたはそれを上回るプロセッサに、
　　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　　データを前記１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから受信すること
によって、刺激に対する反応を判定することと、
　　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　　によって行われる、こと
　を含む動作を実施させる、１つまたはそれを上回るコンピュータ記憶媒体と
　を備える、ディスプレイシステム。
（項目９）
　前記動作はさらに、前記ディスプレイシステムに、知覚補助を表示させることを含む、
項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１０）
　前記知覚補助は、前記識別された神経学的疾患および前記反応のうちの１つまたはそれ
を上回るものに基づいて選択される、項目９に記載のディスプレイシステム。
（項目１１）
　前記知覚補助は、ユーザプロファイルに基づいて選択される、項目９に記載のディスプ
レイシステム。
（項目１２）
　前記神経学的分析の実施は、前記刺激を提供することを含み、前記刺激は、前記ディス
プレイによって出力される仮想コンテンツを含む、項目８に記載のディスプレイシステム
。
（項目１３）
　前記刺激は、遠距離深度平面から近距離深度平面に移動される仮想オブジェクトを含む
、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１４）
　前記神経学的疾患は、視覚的処理障害および記憶障害のうちの少なくとも１つである、
項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１５）
　前記刺激は、周囲環境内に存在する刺激である、項目８に記載のディスプレイシステム
。
（項目１６）
　前記神経学的疾患を識別することは、潜在的神経学的疾患のリストを生成することを含
む、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１７）
　前記動作はさらに、
　数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すこと
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　を含み、
　前記神経学的分析を繰り返すことは、前記識別された神経学的疾患を更新することを含
む、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１８）
　前記動作はさらに、前記識別された神経学的疾患を複数の他のディスプレイシステムに
伝送することを含む、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目１９）
　前記動作は、前記他のディスプレイシステムのユーザの母集団から判定された基準に基
づいて、前記神経学的疾患を識別することを含む、項目１８に記載のディスプレイシステ
ム。
（項目２０）
　前記ディスプレイは、０．２５ジオプタ未満の遠近調節－輻輳・開散運動不整合を伴う
仮想コンテンツを出力するように構成される、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目２１）
　前記１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサは、電位を測定するように構成
される、電極を備える、項目８に記載のディスプレイシステム。
（項目２２）
　１つまたはそれを上回るプロセッサと、１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセ
ンサと、頭部搭載型ディスプレイとを備える、ディスプレイシステムによって実施される
方法であって、前記方法は、
　神経学的分析を実施することであって、前記神経学的分析を実施することは、
　　データを前記１つまたはそれを上回る内向きに指向されるセンサから収集することに
よって、刺激に対するユーザ反応を判定することと、
　　前記反応と関連付けられた神経学的疾患を識別することと
　によって行われる、こと
　を含む、方法。
（項目２３）
　知覚補助を表示することをさらに含む、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記知覚補助は、前記識別された神経学的疾患、前記反応、またはユーザプロファイル
に基づく、項目２２に記載の方法。
（項目２５）
　数ヶ月にわたって複数回、前記神経学的分析を自動的に繰り返すことと、前記識別され
た神経学的疾患を更新することをさらに含む、項目２２に記載の方法。
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